
皇

室

事

項

三

注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

（
一
）

お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合
・
短
歌
の
定
型
で
な

い
も
の
又
用
紙
が
縦
長
の
場
合

（
二
）

一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合
や
毛
筆
で
な
い
場
合

（
三
）

詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
同
一
又
は
著
し
く

類
似
し
た
短
歌
で
あ
る
場
合

（
四
）

詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌

そ
の
他
の
出
版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発
表
し
た
場
合

（
五
）

二
（
四
）
に
記
し
た
代
筆
の
理
由
書
を
添
え
た
場
合
を

除
き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

（
六
）

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
書
い
て
い
な
い
も

の
そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

四

詠
進
の
期
間

お
題
発
表
の
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
と
し
、郵
送
の
場
合
は
、

消
印
が
九
月
三
十
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

五

郵
便
の
あ
て
先

「
〒
一
〇
〇
e

八
一
一
一

宮
内
庁
」と
し
、封
筒
に「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し

て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

六

疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を

添
え
て
、
九
月
二
十
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.k
u
n
a
ic
h
o
.g
o
.

jp
/

）
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

書 式 図
（横 長）

お
題

「
静
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

〒

住

所電
話
番
号

ふ

り

が

な

氏

名

生
年
月
日

職

業
（
山
折
り
）

平
成
二
十
六
年
歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

平
成
二
十
五
年
一
月
十
六
日

宮

内

庁

一

平
成
二
十
六
年
歌
会
始
の
お
題

「
静
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
注
）
お
題
は「
静せ
い

」で
す
が
、
歌
に
詠
む
場
合
は「
静
」の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
静
謐
せ
い
ひ
つ

」、「
動ど
う

静せ
い

」

の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
、
ま
た
、「
静し
ず

か
」、「
静し
ず

ま
る
」の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

二

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

（
一
）

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

（
二
）

書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）
を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦

書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
（
書
式
図
参
照
）。

無
職
の
場
合
は
、「
無
職
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
（
以
前
に
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ

く
元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。）。

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に
「
主
婦
」
と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

（
三
）

用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
記
載
事
項
は
全
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る

場
合
は
、
用
紙
は
随
意
（
但
、
半
紙
サ
イ
ズ
二
十
四
‹

×
三
十
三
‹

の
横
長
）
と
し
、
毛
筆
で
な
く
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

（
四
）

病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
左
記
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ア

代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
及
び
氏
名
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て

く
だ
さ
い
。

イ

本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し
た

理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ウ

視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

・
利
用
目
的

二
（
二
）
で
記
載
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
歌
会
始
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
利
用
し
ま
す
。

・
利
用
及
び
提
供
の
制
限

法
令
に
基
づ
く
開
示
要
請
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
他
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
自
ら
利
用
し
、
又
は
第
三
者
に
提
供
し
ま
せ
ん
。

官
庁
報
告

資

料

公

告

平成™œ年˜月˜�日 水曜日 第œ �œ号官 報

官
庁
事
項

北
海
道
開
発
局
公
示

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

７
年
法
律
第
3
9号
）
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
電

線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条

第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成

2
5
年
１
月

1
6
日

北
海
道
開
発
局
長
関

博
之

道
路
の
種
類
路
線
名

区
間

一
般
国
道

1
2号

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
東
１
丁

目
２
番
５
か
ら
同
市
中
央
区
北

１
条
東
２
丁
目
４
番
１
ま
で
の

上
り
線

e

閣
議
決
定
等
事
項
e

（
内
閣
官
房
）

一
月
十
一
日
（
金
）

〇
一
般
案
件

一
、「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
に
つ

い
て
（
決
定
）（
内
閣
府
本
府
・
内
閣
官
房
）

諸

事

項

第
三
者
所
有
物
の
没
収
に
関
す
る

公
告

平
成

2
5
年
１
月

1
6
日

さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
川
越
支
部
検
察
官

刑
事
事
件
に
お
け
る
第
三
者
所
有
物
の
没
収
手
続
に
関

す
る
応
急
措
置
法
第
２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記

の
と
お
り
公
告
す
る
。

下
記
の
物
の
所
有
者
は
、
平
成
2
5年
１
月
3
0日
ま
で
に

被
告
事
件
の
係
属
す
る
裁
判
所
に
同
被
告
事
件
の
手
続
へ

の
参
加
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

記

１
係
属
裁
判
所
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
川
越
支
部

２
被
告
事
件
名
常
習
õ
博

３
被
告
人
氏
名
漆
島
真
吾

４
公
判
期
日
平
成

2
5年
１
月
1
7日

５
没
収
す
べ
き
物
の
品
名
、
数
量
そ
の
他
そ
の
物
を
特

定
す
る
に
足
り
る
事
項

平
成
2
4年
領
第
7
4
6号

符
号
１
現
金
1
0万
円

符
号
２
、
４
な
い
し
1
3

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

1
0台
と
１
式

符
号
３

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
付
属
部
品
１
式

６
没
収
の
理
由
と
な
る
べ
き
事
実
の
要
旨

被
告
人
は
、
埼
玉
県
川
越
市
菅
原
町
2
1番
地
１
所
在

の
菅
原
町
栄
ビ
ル

2
0
1号
室
に
お
い
て
õ
博
店
「
Ｐ
Ｉ

Ｅ
Ｃ
Ｅ
」を
経
営
し
て
い
た
者
で
あ
る
が
、同
店
に
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
1
0台
を
設
置
し
、
同
店
従
業

員
岩
元
幸
光
ら
と
共
謀
の
上
、
常
習
と
し
て
、
平
成
2
4

年
２
月
下
旬
か
ら
同
年
８
月
1
8日
ま
で
の
間
、
同
店
に

お
い
て
，
不
特
定
多
数
の
õ
客
を
相
手
方
と
し
て
、
多

数
回
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
金
銭
を
õ
け
、
前
記
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
、
通
称
「
ラ
イ

ブ
バ
カ
ラ
」
等
の
õ
博
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

富
山
市
城
北
町
２
番
3
6号
日
本
海
ガ
ス
株
式
会
社
の
工

場
財
団
に
富
山
市
上
野
新
町
1
3番
地
、
１
番
地
日
本
海
ガ

ス
株
式
会
社
岩
瀬
工
場
の
機
械
、
器
具
等
を
追
加
す
る
変

更
登
記
申
請
に
係
る
動
産
に
つ
き
権
利
を
有
す
る
者
、
差

押
、
仮
差
押
又
は
仮
処
分
債
権
者
は
、
本
日
か
ら
3
2日
以

内
に
権
利
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

平
成

2
5
年
１
月

1
6
日

富
山
地
方
法
務
局

富
山
市
城
北
町
２
番
3
6号
日
本
海
ガ
ス
株
式
会
社
の
工

場
財
団
に
富
山
市
城
北
町
字
三
反
割
3
0番
地
日
本
海
ガ
ス

株
式
会
社
瓦
斯
製
造
所
の
機
械
、
器
具
等
を
追
加
す
る
変

更
登
記
申
請
に
係
る
動
産
に
つ
き
権
利
を
有
す
る
者
、
差

押
、
仮
差
押
又
は
仮
処
分
債
権
者
は
、
本
日
か
ら
3
2日
以

内
に
権
利
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

平
成

2
5
年
１
月

1
6
日

富
山
地
方
法
務
局

工
場
財
団

˜˜
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